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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年11月14日(2013.11.14)

【公表番号】特表2013-527252(P2013-527252A)
【公表日】平成25年6月27日(2013.6.27)
【年通号数】公開・登録公報2013-034
【出願番号】特願2012-546055(P2012-546055)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 230/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 230/02    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/38    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月24日(2013.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ｉ）［ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ３）Ｃ（Ｏ）ＯＸａ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｂ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｃ（Ｃ４Ｈ８

Ｏ）ｄ］ｐＰ（Ｏ）（ＯＹ）ｑ（ＯＺ）ｒ

〔式中、Ｒ３はＨもしくは１から約６個の炭素原子のアルキルであり、Ｘは０から約９個
の炭素原子のアルキル、アリール、もしくはアルカリルのジラジカル連結基であり、
ａは０から約１００であり、
ｂは０から約１００であり、
ｃは０から約１００であり、
ｄは０から約１００であり、
ｑは０から約２であり、
ｒは０から約２であり、
ｐは１から約３であり、但しｐ＋ｑ＋ｒ＝３という制限があり、
そしてＹおよびＺはＨもしくは金属イオンである〕
ならびに
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ３）Ｃ（Ｏ）ＯＸａ’（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｂ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｃ’（Ｃ４Ｈ８

Ｏ）ｄ’－ＳＯ３－Ｙ
〔式中、Ｒ３はＨもしくは１から６個までの炭素原子のアルカリであり、Ｘは０から約９
個の炭素原子のアルキル、アリールもしくはアルカリルのジラジカル連結基であり、
ａ’は０から約１００であり、
ｂ’は０から約１００であり、
ｃ’は０から約１００であり、
ｄ’は０から約１００であり、
ＹはＨもしくは金属イオンである〕
からなる群より選択される少なくとも一つのアニオン性の重合可能なエチレン不飽和モノ
マー（Ｉ）、
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（ｉｉ）アクリル酸／アクリラート、メタクリル酸／メタクリラート、アクリルアミド、
ビニルアセタートおよびスチレンからなる群より選択される、（Ｉ）と共重合可能である
一つもしくはそれ以上の追加のモノマー（ＩＩ）、ならびに
（ｉｉｉ）（Ｉ）および（ＩＩ）と共重合可能な架橋剤（ＩＩＩ）
の反応産物を含有するネットワーク組成物。
【請求項２】
　前記架橋剤が少なくとも２つの不飽和基を含有する多官能性ビニリデンモノマーである
、請求項１に記載のネットワーク組成物。
【請求項３】
　前記多官能性ビニリデンが、ブタジエン、イソプレン、ジビニルベンゼン、アリルアク
リラート、ポリアルキレングリコールジアクリラートおよびジメタクリラート、トリメチ
ロールプロパントリメタクリラート、ジアリルエステルおよびジメタリルエステルからな
る群より選択される請求項２に記載のネットワーク組成物であり、そして前記組成物がモ
ノマーの全重量に基づいて約４０から約９９の前記少なくとも一つのアニオン性の重合可
能なエチレン性不飽和モノマー（Ｉ）、モノマーの全重量に基づいて約０．５から約５０
重量パーセントの前記追加のモノマー、そして、モノマーの全重量に基づいて約０．１か
ら約１０重量パーセントの前記架橋剤を含有する、請求項１に記載のネットワーク組成物
。
【請求項４】
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ａ’、ｂ’、ｃ’、およびｄ’がそれぞれ独立して０から約５０であ
る、請求項１に記載のネットワーク組成物。
【請求項５】
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ａ’、ｂ’、ｃ’、およびｄ’がそれぞれ独立して０から約１５であ
る、請求項５に記載のネットワーク組成物。
【請求項６】
　前記組成物が溶媒により膨潤され固体、半固体もしくはクリーム状の組成物を生成する
、請求項１に記載のネットワーク組成物。
【請求項７】
　前記溶媒が水である、請求項７に記載のネットワーク組成物。
【請求項８】
　前記架橋剤（ＩＩＩ）が
［ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ３）Ｃ（Ｏ）ＯＸａ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｂ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｃ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）

ｄ］ｐＰ（Ｏ）（ＯＹ）ｑ（ＯＺ）ｒ

〔式中、Ｒ３はＨもしくは１から約６個の炭素原子のアルキルであり、Ｘは０から約９個
の炭素原子のアルキル、アリール、もしくはアルカリルのジラジカル連結基であり、
ａは０から約１００であり、
ｂは０から約１００であり、
ｃは０から約１００であり、
ｄは０から約１００であり、
ｑは０から約２であり、
ｒは２もしくは３であり、
ｐは１から約３であり、但しｐ＋ｑ＋ｒ＝３という制限があり、
そしてＹおよびＺはＨもしくは金属イオンである〕
からなる群より選択される少なくとも一つのアニオン性の重合可能なエチレン不飽和モノ
マー（Ｉ）である、請求項１に記載のネットワーク組成物。
【請求項９】
　前記モノマー（Ｉ）がＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６Ｐ（Ｏ）（Ｏ
Ｈ）（ＯＮａ）、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）２

、ＣＨ２＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）２およびＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ

３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＰ（Ｏ）（ＯＨ）２からなる群より選択され、前記追加
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のモノマー（ＩＩ）が、ＣＨ２＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨおよびＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）
Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ６）６Ｈからなる群より選択され、そして、前記架橋剤（ＩＩＩ）がＣＨ

２＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＣ（Ｏ）ＯＣＨ＝ＣＨ２、［ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）
ＣＯ２ＣＨ２］３ＣＣ２Ｈ５、［ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６］２

Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）からなる群より選択される、請求項１に記載のネットワーク組成物。
【請求項１０】
　ｉ）［ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ３）Ｃ（Ｏ）ＯＸａ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｂ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｃ（Ｃ４Ｈ

８Ｏ）ｄ］ｐＰ（Ｏ）（ＯＹ）ｑ（ＯＺ）ｒ

〔式中、Ｒ３はＨもしくは１から約６個の炭素原子のアルキルであり、Ｘは０から約９個
の炭素原子のアルキル、アリール、もしくはアルカリルのジラジカル連結基であり、
ａは０から約１００であり、
ｂは０から約１００であり、
ｃは０から約１００であり、
ｄは０から約１００であり、
ｑは０から約２であり、
ｒは０から約２であり、
ｐは１から約３であり、但しｐ＋ｑ＋ｒ＝３という制限があり、
そしてＹおよびＺはＨもしくは金属イオンである〕
ならびに
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ３）Ｃ（Ｏ）ＯＸａ’（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｂ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｃ’（Ｃ４Ｈ８

Ｏ）ｄ’－ＳＯ３－Ｙ
〔式中、Ｒ３はＨもしくは１から６個までの炭素原子のアルカリであり、Ｘは０から約９
個の炭素原子のアルキル、アリールもしくはアルカリルのジラジカル連結基であり、
ａ’は０から約１００であり、
ｂ’は０から約１００であり、
ｃ’は０から約１００であり、
ｄ’は０から約１００であり、
ＹはＨもしくは金属イオンである〕
からなる群より選択される少なくとも一つのアニオン性の重合可能なエチレン不飽和モノ
マー（Ｉ）、
（ｉｉ）アクリル酸／アクリラート、メタクリル酸／メタクリラート、アクリルアミド、
ビニルアセタートおよびスチレンからなる群より選択される、（Ｉ）と共重合可能である
一つもしくはそれ以上の追加のモノマー（ＩＩ）、ならびに
（ｉｉｉ）（Ｉ）および（ＩＩ）と共重合可能な架橋剤（ＩＩＩ）
の反応産物を含有するネットワーク組成物の製造方法。
【請求項１１】
　前記架橋剤が少なくとも２つの不飽和基を含有する多官能性ビニリデンモノマーである
、請求項１０に記載のネットワーク組成物の製造方法。
【請求項１２】
　前記多官能性ビニリデンが、ブタジエン、イソプレン、ジビニルベンゼン、アリルアク
リラート、ポリアルキレングリコールジアクリラートおよびジメタクリラート、ジアリル
エステルおよびジメタリルエステルからなる群より選択される請求項１１に記載のネット
ワーク組成物の製造方法。
【請求項１３】
　前記組成物がモノマーの全重量に基づいて約４０から約９９の前記少なくとも一つのア
ニオン性の重合可能なエチレン性不飽和モノマー（Ｉ）、モノマーの全重量に基づいて約
０．５から約５０重量パーセントの前記追加のモノマー、そして、モノマーの全重量に基
づいて約０．１から約１０重量パーセントの前記架橋剤を含有する、請求項１０に記載の
ネットワーク組成物の製造方法。
【請求項１４】
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　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ａ’、ｂ’、ｃ’、およびｄ’がそれぞれ独立して０から約５０であ
る、請求項１０に記載のネットワーク組成物の製造方法。
【請求項１５】
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ａ’、ｂ’、ｃ’、およびｄ’がそれぞれ独立して０から約１５であ
る、請求項１４に記載のネットワーク組成物の製造方法。
【請求項１６】
　前記組成物が溶媒により膨潤される、請求項１０に記載のネットワーク組成物の製造方
法。
【請求項１７】
　前記架橋剤（ＩＩＩ）が
［ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ３）Ｃ（Ｏ）ＯＸａ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｂ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｃ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）

ｄ］ｐＰ（Ｏ）（ＯＹ）ｑ（ＯＺ）ｒ

〔式中、Ｒ３はＨもしくは１から約６個の炭素原子のアルキルであり、Ｘは０から約９個
の炭素原子のアルキル、アリール、もしくはアルカリルのジラジカル連結基であり、
ａは０から約１００であり、
ｂは０から約１００であり、
ｃは０から約１００であり、
ｄは０から約１００であり、
ｑは０から約２であり、
ｒは２もしくは３であり、
ｐは１から約３であり、但しｐ＋ｑ＋ｒ＝３という制限があり、
そしてＹおよびＺはＨもしくは金属イオンである〕
からなる群より選択される少なくとも一つのアニオン性の重合可能なエチレン不飽和モノ
マー（Ｉ）である、請求項１０に記載のネットワーク組成物の前記製造方法のための製造
方法。
【請求項１８】
　前記モノマー（Ｉ）がＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６Ｐ（Ｏ）（Ｏ
Ｈ）（ＯＮａ）、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）２

、ＣＨ２＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）２およびＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ

３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＰ（Ｏ）（ＯＨ）２からなる群より選択され、前記追加
のモノマー（ＩＩ）が、ＣＨ２＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨおよびＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）
Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ６）６Ｈからなる群より選択され、そして、前記架橋剤（ＩＩＩ）がＣＨ

２＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＣ（Ｏ）ＯＣＨ＝ＣＨ２、［ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）
ＣＯ２ＣＨ２］３ＣＣ２Ｈ５、［ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６］２

Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）からなる群より選択される、請求項１０に記載のネットワーク組成物の
前記製造方法のための製造方法。
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